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特集

“今さら聞けない”
感染・消毒の
基本

CEのための

Part 1　クリニカルエンジニアリング編集室編
Part 2　林 太祐（日本医科大学付属病院 薬剤部）

医療現場では，感染から医療従事者自身が身を守るためにも，医療従事者自身が感
染源とならないためにも，感染予防に関する知識が不可欠です．また，新型コロナウ
イルス感染症（COVID-19）の流行により，さらに徹底した対策が行われています．

本号では，感染と消毒薬の基本について解説します．患者にとっても医療従事者に
とっても，感染面から安全な環境を提供するべく，ご活用いただけますと幸いです．
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